
し
ら
べ
る

風
が
運
ん
で
く
る
物
質
を

調
べ
て
い
ま
す
。

黄
砂
と
PM

2.
5に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

み
は
る

PM
2.
5の
常
時
監
視
を
し
て
い
ま
す
。

5μ
m

5μ
m

黄
砂

PM
2.
5

電子

顕
微
鏡
で
み
た
黄
砂
と
PM

2.
5

電子

顕
微
鏡
で
み
た
黄
砂
と
PM

2.
5

セン
タ
ー
屋
上
で
P
M
2.
5を
採
取

セン
タ
ー
屋
上
で
P
M
2.
5を
採
取

V
ol
.4

だだ
りり

よよ

編
集・

発
行

 名
古
屋
市
環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー

〒
45

7-
08

41
名

古
屋

市
南

区
豊

田
五

丁
目

16
番

8号
TE

L
69

2-
84

81
   

FA
X

69
2-

84
83

a6
92

84
81

@
ka

nk
yo

ky
ok

u.
ci

ty
.n

ag
oy

a.
lg

.jp
名

古
屋

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト（
ht

tp
:/

/w
w

w
.c

ity
.n

ag
oy

a.
jp

/）
か

ら

20
13
年
5月

こ
の
印
刷
物
は
、古
紙
パ
ル
プ
を
含
む
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

電
子

メ
ー

ル
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

検
索

環
境

科
学

調
査

セ
ン

タ
ー

N

日
本
ガ
イシ
ホ
ー
ル

日
本
ガ
イシ

ア
リ
ー
ナ

J R 東 海 道 本 線

山
崎
水
処
理
セ
ン
タ
ー

山
崎
汚
泥

処
理
場

忠
道
公
園

山
崎
川

環
状
線

名 鉄 常 滑 線
道
徳
橋
北

三
新
通
二
丁
目

至
大
高

至
太
田
川

至
金
山

至
金
山

豊
田
五
丁
目

大 江 駅

1
笠 寺 駅千
竃
通
3

三
新
通
3

千
竃
通
7

23

名
古
屋
市

環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー

施
設
見
学
受
付
し
て
い
ま
す

施
設
見
学
受
付
し
て
い
ま
す

私
た
ち
の
生
活
と

　
黄

砂
や

PM
2.

5、
ア

ス
ベ

ス
ト

な
ど

の
粉

じ
ん

、
生

物
な

ど
を

高
倍

率
で

観
察

す
る

こ
と

が
で

き
、

個
々

の
粒

子
の

組
成

を
調

べ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

つ
た

え
る
“
か
ん
き
ょ
う
講
座
”の
出
前
は
い
か
が
で
す
か
。

“
か
ん
き
ょ
う
講
座
”の
出
前
は
い
か
が
で
す
か
。

～
経

験
豊

か
な

研
究

員
が

、
み

な
さ

ん
の

と
こ

ろ
に

お
伺

い
し

て
、

環
境

問
題

に
つ

い
て

実
験

な
ど

を
交

え
て

、
わ

か
り

や
す

く
お

話
し

し
ま

す
～

な
ご
や
エ
コ
ス
ク
ー
ル
出
前
講
座

　
二

酸
化

炭
素

と
は

ど
ん

な
物

質
か

、
私

た
ち

の
生

活
の

中
で

ど
う

す
れ

ば
減

ら
す

こ
と

が
で

き
る

の
か

に
つ

い
て

お
話

し
し

ま
す

。

大
気
中
に
浮
遊
す
る

市
政
出
前
ト
ー
ク

　
PM

2.
5（

微
小

粒
子

状
物

質
）と

は
何

か
に

つ
い

て
市

内
の

状
況

を
交

え
て

お
話

し
し

ま
す

。

［
対

象
］

小・
中・

高
校

生
［

対
象

］
市

内
に

お
住

ま
い

か
お

勤
め

、通
学

さ
れ

て
い

る
方

。参
加

人
数

15
人

以
上

必
要

で
す

。
テ

ー
マ

今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
行
事
・
出
展
な
ど
の
予
定

平
成

25
年

8
月

　
　

　
　

 9
月

　
　

　
   

11
月

平
成

26
年

2
月

※
詳

し
い

日
程

は
順

次
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

か
ん

き
ょ

う
実

験
ス

ク
ー

ル
（

小
学

校
4～

6年
生

向
け

）
環

境
デ

ー
な

ご
や

南
区

区
民

ま
つ

り
（

ブ
ー

ス
出

展
予

定
）

な
ご

や
環

境
大

学
共

育
講

座
（

大
人

向
け

）
調

査
研

究
発

表
会

セ
ン
タ
ー
に

電
子
顕
微
鏡
が

入
り
ま
し
た
！

セ
ン
タ
ー
に

電
子
顕
微
鏡
が

入
り
ま
し
た
！

セ
ン
タ
ー
に

電
子
顕
微
鏡
が

入
り
ま
し
た
！

水
の
中
の

観
察

　
水

中
に

す
む

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

な
ど

微
小

な
生

き
物

を
顕

微
鏡

で
観

察
し

、
水

の
汚

れ
と

の
関

係
な

ど
を

お
話

し
し

ま
す

。

名
古
屋
市
に
お
け
る

問
題

　
酸

性
雨

が
な

ぜ
降

る
の

か
？

酸
性

雨
の

生
成

の
仕

組
み

や
植

物
な

ど
へ

の
影

響
に

つ
い

て
お

話
し

し
ま

す
。

自
転
車
を
こ
い
で
、

体
験

　
自

転
車

を
使

っ
た

発
電

の
実

験
や

電
気

の
基

礎
知

識
、

家
庭

で
で

き
る

省
エ

ネ
に

つ
い

て
お

話
し

し
ま

す
。

C
O
2

P
M
2.
5

微
小
生
物 酸
性
雨

省
エ
ネ

詳
細

は
市

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

受
付

は
順

次
行

い
ま

す
。

こ
の

他
に

も
、

ご
要

望
に

応
じ

た
講

義
・

実
習

を
行

い
ま

す
の

で
、

ぜ
ひ

、
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
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黄
砂
と
PM

2.
5に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

黄
砂
と
PM

2.
5に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

1,
00
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
か
ら
や
っ
て
く
る「
黄
砂
」

図
2：
黄
砂
飛
来
時
の
大
気
粉
じ
ん
の
写
真

　
名
古
屋
市
で
は
、
現
在
13
地
点
で
PM

2.
5の
濃
度
を
、
自

動
測
定
機
を
用
い
て
24
時
間
連
続
測
定（
常
時
監
視
）し
て
い

ま
す
。
PM

2.
5な
ど
大
気
汚
染
物
質
の
測
定
デ
ー
タ
は
モ
バ
イ

ル
サ
イ
ト
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
PM

2.
5に
係
る
注
意
喚
起
情
報
な
ど
の
大
気
汚
染
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
消
防
局
が
運
用
し
て
い
る「
き
ず
な

ネ
ッ
ト
防
災
情
報
」を
利
用
し
、メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

黄
砂
と
PM

2.
5の
関
係
は
？

　
環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
屋
上
に
採
取
装
置
を
置

き
、
黄
砂
や
PM

2.
5（
微
小
粒
子
状
物
質
）の
調
査
・
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
黄
砂
が
飛
来
し
た
時
の
PM

2.
5の
濃
度
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
20
10
年
3月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
日
本
へ
大
量
の

黄
砂
が
飛
来
し
ま
し
た
。
20
日
10
時
か
ら
翌
日
10
時
ま
で
、

環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー
屋
上（
名
古
屋
市
南
区
）で
採
取
し

た
大
気
粉
じ
ん（
大
気
中
に
浮
遊
す
る
約
10
0マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
粒
子
状
物
質
）の
ろ
紙
を
み
る
と
、
黄
色
に
な
っ

て
い
ま
し
た（
図
2）
。

　
ま
た
、
大
気
粉
じ
ん
の
濃
度
は
、
急
激
に
増
加
し
て
、
前
日

に
比
べ
て
約
9倍
に
な
り
ま
し
た（
図
3）
。
一
方
、
PM

2.
5の
濃

度
は
、
大
気
粉
じ
ん
ほ
ど
大
幅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
約
4倍
に

増
加
し
ま
し
た（
図
3）
。

　
黄
砂
は
一
般
に
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、

大
気
粉
じ
ん
、
P
M
2.
5そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
イ

オ
ン
の
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
3月
20
日
に
、

ど
ち
ら
も
濃
度
が
増
加
し
て
い
ま
し
た（
図
4）
。
以
上
の
結
果

（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
10
時
～
翌
日
10
時
で
行
っ
て
い
る
。）

し
ら
べ
る

み
は
る

PM
2.
5の
常
時
監
視
を
し
て
い
ま
す
。

PM
2.
5の
常
時
監
視
を
し
て
い
ま
す
。

図
4：
大
気
粉
じ
ん
及
び
PM

2.
5中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
推
移

0.
0
3月
18
日

3月
19
日

3月
20
日

20
10
年

大
気
粉
じ
ん

PM
2.
5

3月
21
日

3月
22
日

1.
0
2.
0
3.
0
4.
0
5.
0
6.
0
7.
0

濃
度
（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
/立
方
メ
ー
ト
ル
）

黄
砂
飛
来

図
3：
大
気
粉
じ
ん
及
び
PM

2.
5の
質
量
濃
度
推
移

0
3月
18
日

3月
19
日

3月
20
日

20
10
年

大
気
粉
じ
ん

PM
2.
5

3月
21
日

3月
22
日

5010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

濃
度
（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
/立
方
メ
ー
ト
ル
）

黄
砂
飛
来

図
5：
名
古
屋
市
内
の
黄
砂
観
測
日
数

0
H
15

2 134567

黄 砂 観 測 日 数 （ 名 古 屋 ）
H
16
H
17
H
18
H
19
H
20
H
21
H
22
H
23
H
24

● ●
●

●
●

●

●

●
●

●

●
●

●

愛
知
工
業
高
校

上
下
水
道
局
北

名
塚
中
学
校

富
田
支
所

八
幡
中
学
校

熱
田
神
宮
公
園

千
竃

元
塩
公
園 大
高
北
小
学
校

滝
川
小
学
校

白
水
小
学
校

港
陽

惟
信
高
校

国
道
19
号

国
道
41
号

国
道
1号

国
道
23
号

国
道
15
4号

国
道
15
3号

国
道
24
7号

国
道
22
号

国
道
30
2号

北
区

西
区

東
区

中
村
区

中
川
区 港
区

南
区

緑
区天
白
区

名
東
区

昭
和
区

千
種
区

守
山
区

中
区

熱
田
区

瑞
穂
区

PM
2.
5常
時
監
視
測
定
局

図
１：
黄
砂
の
発
生
地
域
（
出
典
：
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

黄
砂
の
発
生
源
か
ら
日
本
へ
の
輸
送
と
各
地
の
濃
度
推
計（
例
）

（
粒
径
お
お
む
ね
10
0μ
m
以
下
を
対
象
と
す
る
）

1,
40
0μ
g/
㎥

8,
00
0μ
g/
㎥

12
0μ
g/
㎥

発
生
源
地
予
想
濃
度

90
,0
00
μ
g/
㎥

発
生
源
地
予
想
濃
度

90
,0
00
μ
g/
㎥

黄
土
高
原

ゴ
ビ
砂
漠

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠

よ
り
、
P
M
2.
5の
濃
度
増
加
の
一
因
は
黄
砂
に
よ
る
も
の
と
推

定
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
大
陸
か
ら
黄
砂
と
一
緒
に
飛
来
し
た
汚
染
物
質
が

反
応
し
て
粒
子
と
な
る
場
合
や
、
名
古
屋
市
近
傍
で
発
生
し
た

粒
子
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
濃
度
増
加
の
原
因
が
す
べ
て
黄
砂

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も

調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト

「
名
古
屋
市
常
時
監
視
シ
ス
テ
ム
項
目
別
時
報
」

ht
tp
:/
/w
w
w
.k
an
ky
o-
ne
t.c
ity
.n
ag
oy
a.
jp
/t
ai
ki
/

M
jih
o/
O
yW
bM
Ji
ho
Km
In
de
x.
ht
m

携
帯
電
話（
ど
の
通
信
会
社
で
も
対
応
可
）、

パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
名
古
屋
市
の
大
気
環
境
状
況
」

ht
tp
:/
/w
w
w
.k
an
ky
o-
ne
t.c
ity
.n
ag
oy
a.
jp
/t
ai
ki
/J
ih
o/

O
yW
bJ
ih
o0
1.
ht
m

環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー
屋
上
で
採
取
し
た

大
気
粉
じ
ん

検
索

PM
2.
5

20
10
年
3月
19
日

20
10
年
3月
20
日

詳
し
く
は
、
名
古
屋
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
毎
年
春
に
な
る
と
黄
砂
が
飛
来
し
ま
す
。
黄
砂
の
付
着
で
洗

濯
物
や
車
が
汚
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
黄
砂
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
代
表
的
な
黄
砂
の
発
生
地
域
は
、タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
、
ゴ

ビ
砂
漠
、
黄
土
高
原
で
す（
図
１
）。
こ
れ
ら
の
地
域
で
強
い
風

が
吹
く
と
大
量
の
砂
が
巻
き
上
げ
ら
れ
、
周
辺
に
農
業
生
産
や

生
活
環
境
に
重
大
な
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
巻
き
上
げ
ら
れ
た
砂
の
一
部
が
、
偏
西
風
に
よ
り
運
ば
れ
日

本
へ
飛
来
し
ま
す
。

　
名
古
屋
市
内
で
は
、
毎
年
４
日
程
度
黄
砂
が
観
測
さ
れ
て
い

ま
す（
気
象
庁
に
よ
る
目
視
観
測
）。

　
気
象
庁
が
行
っ
て
い
る
目
視
に
よ
る
黄
砂
観
測
の
結
果
を
み

る
と
、
年
に
よ
っ
て
日
数
は
違
い
ま
す
が
、
毎
年
観
測
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
図
5）
。

名
古
屋
へ
は
ど
の
く
ら
い
黄
砂
が
飛
来
し
て
る
の
？

　
近
年
、多
く
の
研
究
機
関
等
が
、濃
度
予
測
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
気
象
庁
の
黄
砂
情
報
、
九

州
大
学
と
国
立
環
境
研
究
所
共
同
の
化
学
天
気
予
報
シ
ス
テ

ム
C
FO
R
S、
九
州
大
学
の
SP
R
IN
TA
R
Sが
あ
り
ま
す
。

事
前
に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
？

名
古
屋
の

黄
砂
を

チ
ェ
ッ
ク！
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V
ol
.6

だだ
りり

よよ

ヘ
ビ
ト
ン
ボ

き
れ
い
な
水
の
指
標
種

コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ

や
や
き
れ
い
な
水
の
指
標
種

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

た
い
へ
ん
き
た
な
い
水
の
指
標
種

ミ
ズ
ム
シ

き
た
な
い
水
の
指
標
種

ナ
イ
ル
テ
ィ
ラ
ピ
ア

タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ

ブ
ル
ー
ギ
ル

市
内
の
川
に
は
、こ
ん
な
外
来
の
魚
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

生
き
物
は

環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

し
ら
べ
る

川
や
た
め
池
に
生
息
す
る
生
き
物
で

水
の
汚
れ
を
調
べ
て
い
ま
す
。

編
集・

発
行

 名
古
屋
市
環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー

〒
45

7-
08

41
名

古
屋

市
南

区
豊

田
五

丁
目
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番
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L
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84
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FA
X
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84
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a6
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84
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@
ka

nk
yo

ky
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ci

ty
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名

古
屋

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト（
ht
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/w
w

w
.c

ity
.n

ag
oy

a.
jp
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か

ら

20
13
年
10
月

こ
の
印
刷
物
は
、古
紙
パ
ル
プ
を
含
む
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

電
子

メ
ー

ル
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

検
索

環
境

科
学

調
査

セ
ン

タ
ー

N

日
本
ガ
イシ
ホ
ー
ル

日
本
ガ
イシ

ア
リ
ー
ナ

J R 東 海 道 本 線

山
崎
水
処
理
セ
ン
タ
ー

山
崎
汚
泥

処
理
場

忠
道
公
園

山
崎
川

環
状
線

名 鉄 常 滑 線
道
徳
橋
北

三
新
通
二
丁
目

至
大
高

至
太
田
川

至
金
山

至
金
山

豊
田
五
丁
目

大 江 駅

1
笠 寺 駅千
竃
通
3

三
新
通
3

千
竃
通
7

23

名
古
屋
市

環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー

じ
っ
け
ん
・た
い
け
ん
・は
っ
け
ん
！し
た

“
か
ん
き
ょ
う
実
験
ス
ク
ー
ル
”

お
知

ら
せ

ミ
ク
ロ
の
世
界
を
の
ぞ
く

な
ご
や
環
境
大
学
共
育
講
座

私
た

ち
の

身
の

回
り

の
空

気
や

水
は

日
常

生
活

を
す

る
う

え
で

欠
か

せ
ま

せ
ん

。
こ

の
身

近
な

環
境

に
つ

い
て

、
実

際
に

使
用

す
る

分
析

機
器

を
使

っ
て

、ミ
ク

ロ
の

世
界

を
観

察
・

実
験

し
ま

し
ょ

う
。

電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て

ミ
ク
ロ
の
世
界
を
見
る

9：
30

～
12

：
00

　
黄

砂
や

Ｐ
Ｍ

2.
5な

ど
の

粉
じ

ん
を

電
子

顕
微

鏡
で

観
察

し
ま

す
。

11
/2

（
土
）

身
近
な
物
質
を
分
け
る

　
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー（

物
質

を
分

離
す

る
方

法
の

一
つ

）の
実

演
・

体
験

を
し

ま
す

。

11
/9

（
土
）

水
の
中
の
生
態
系
を
見
る

～
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
～

　
水

中
の

生
物

を
顕

微
鏡

を
使

っ
て

観
察

し
、

生
物

の
命

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

11
/1
6

（
土
）

電
話

、F
A

X、
E-

M
ai

lの
い

ず
れ

か
の

方
法

で
環

境
科

学
調

査
セ

ン
タ

ー
ま

で
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
申

込
方

法

10
月

11
日（

金
）～

申
込

開
始

時
　

　
間

対
　

　
象

定
　

　
員

高
校

生
以

上
各

講
座

先
着

20
名

受
講

料
無

料（
複

数
受

講
可

）

施
設
見
学
受
付
し
て
い
ま
す

施
設
見
学
受
付
し
て
い
ま
す

つ
た
え
る

つ
た
え
る

　
8月

上
旬

に
小

学
校

4
～

6年
生

を
対

象
と

し
た

か
ん

き
ょ

う
実

験
ス

ク
ー

ル
を

開
催

し
ま

し
た

。
今

年
も

4日
間

で
88

人
の

子
ど

も
た

ち
が

、
身

近
な

も
の

に
つ

い
て

さ
ま

ざ
ま

な
実

験
を

し
た

り
、

生
き

物
観

察
な

ど
を

し
て

、
環

境
に

つ
い

て
新

し
い

発
見

を
し

ま
し

た
。

◀
炭

で
作

っ
た

電
池

ミ
ジ

ン
コ

の
鼓

動
が

こ
ん

な
に

速
い

な
ん

て
す

ご
い

！

電
気
を
作
っ
て
み
よ
う

水
を
き
れ
い
に
す
る
微
生
物
を
見
て
み
よ
う

－ 99 －



生
き
物
は
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

指
標
生
物
の
例

河
川
な
ど
に
棲
む
水
生
生
物
の
調
査

水
生
生
物
に
よ
る
水
質
評
価

新
た
に
侵
入
し
て
き
た
外
来
種

　
生

き
物

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
種

ご
と

に
適

し
た

生
息

環
境

が
あ

り
ま

す
。

水
や

空
気

の
汚

れ
に

敏
感

な
生

き
物

も
い

れ
ば

、
少

々
の

汚
れ

は
平

気
と

い
う

生
き

物
も

い
ま

す
。

で
す

か
ら

あ
る

場
所

に
ど

ん
な

生
き

物
が

生
息

し
て

い
る

か
調

べ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
そ

の
場

所
の

環
境

の
状

況
を

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

生
息

で
き

る
環

境
条

件
が

限
ら

れ
て

い
る

な
ど

の
特

性
を

持
っ

て
い

て
、

そ
の

場
所

が
ど

ん
な

環
境

で
あ

る
か

を
示

し
て

く
れ

る
生

き
物

を「
指

標
生

物
」と

呼
ん

で
い

ま
す

。

し
ら
べ
る

し
ら
べ
る

７
以
上：
き
れ
い

５
・
６：
少
し
汚
い

３
・
４：
汚
い

０
～
２：
大
変
汚
い

　
環

境
科

学
調

査
セ

ン
タ

ー
で

は
、

19
81

年
か

ら
市

内
河

川
や

た
め

池
に

生
息

す
る

生
物

を
調

べ
て

き
ま

し
た

。
今

ま
で

の
調

査
の

結
果

、
　【
河
　
川
】

　
●

水
生

生
物（

魚
類

を
除

く
）／

約
23

0種
※ （

う
ち

昆
虫

14
5種

、
　

　
昆

虫
を

含
む

節
足

動
物

が
8割

以
上

）
　

●
魚

　
　

類
／

37
種

　【
た
め
池
】

　
●

水
生

生
物（

魚
類

を
除

く
）／

約
13

0種
※ （

う
ち

水
生

昆
虫

82
種

）
　

●
魚

　
　

類
／

15
種

が
見

つ
か

っ
て

い
ま

す
。

　
庄

内
川

に
は

、
き

れ
い

な
水

に
棲

む
カ

ワ
ゲ

ラ
、ト

ビ
ケ

ラ
な

ど
の

種
類

が
増

え
て

お
り

、
水

質
な

ど
の

生
息

環
境

が
改

善
さ

れ
て

き
た

も
の

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
き

れ
い

な
水

で
し

か
棲

め
な

い
、

あ
る

い
は

、
少

し
汚

れ
て

い
て

も
大

丈
夫

か
ど

う
か

で
、

生
物

種（
科

）毎
に

点
数（

ス
コ

ア
）を

決
め

、
つ

か
ま

え
た

生
物

の
点

数
の

合
計

を
平

均
し

て
水

の
汚

れ
具

合
を

判
定

し
ま

す
。

つ
ま

り
、

き
れ

い
な

水
で

し
か

棲
め

な
い

生
物

が
た

く
さ

ん
見

つ
か

っ
た

ら
高

得
点

と
な

り
、

き
れ

い
な

水
で

あ
る

こ
と

を
表

し
て

い
ま

す
。

平
成

23
年

度
の

調
査

結
果

は
図

１
の

と
お

り
で

す
。

　
た

だ
し

、
河

口
近

く
で

海
水

の
影

響
を

受
け

る
場

所
は

、
ス

コ
ア

表
に

あ
る

生
物

が
も

と
も

と
棲

み
に

く
い

環
境

な
の

で
点

数
が

低
く

な
り

、
水

質
の

評
価

も
実

態
よ

り
も

低
く

な
っ

て
い

ま
す

。

　
す

で
に

多
く

の
外

来
種

が
広

く
生

息
し

て
い

る
名

古
屋

の
水

辺
で

す
が

、
最

近
に

な
っ

て
新

た
な

外
来

種
が

見
つ

か
っ

て
き

ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

新
参

者
が

ど
れ

ほ
ど

の
被

害
を

及
ぼ

す
か

継
続

し
て

観
察

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

※
種

数
に

つ
い

て
：

種
ま

で
の

同
定

が
困

難
な

分
類

群（
貧

毛
類

、ユ
ス

リ
カ

な
ど

）は
、複

数
種

が
含

ま
れ

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

そ
れ

ぞ
れ

の
分

類
群

を
一

種
と

計
数

し
て

い
ま

す
。

今
世

紀
に

は
い

っ
て

か
ら

日
本

で
最

初
に

中
川

運
河

で
侵

入
が

確
認

さ
れ

ま
し

た
。

そ
の

後
各

地
で

見
つ

か
っ

て
い

ま
す

。

コ
ウ

ロ
エ

ン
カ

ワ
ヒ

バ
リ

ガ
イ

が
多

数
を

占
め

て
い

た
河

口
部

の
岸

壁
な

ど
で

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。

数
年

前
か

ら
川

や
た

め
池

で
見

つ
か

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

在
来

種
の

ヨ
コ

エ
ビ

類
は

き
れ

い
な

水
に

し
か

棲
め

ま
せ

ん
が

、
こ

の
外

来
種

は
水

の
汚

れ
に

強
い

よ
う

で
す

。

特
定

外
来

生
物

。も
と

も
と

は
食

用
目

的
に

10
0年

ほ
ど

前
に

導
入

さ
れ

た
も

の
で

、
市

内
の

水
辺

で
ふ

つ
う

に
見

ら
れ

ま
す

。

特
定

外
来

生
物

。
ボ

ウ
フ

ラ
の

駆
除

を
目

的
に

導
入

さ
れ

た
も

の
で

、
市

内
の

川
や

た
め

池
で

見
ら

れ
ま

す
。メ

ス
の

体
内

で
卵

が
ふ

化
し

、
仔

魚
を

産
む（

卵
胎

生
）の

で
、

三
面

張
り

の
水

路
で

も
繁

殖
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

市
内

河
川

の
河

口
部

や
中

川
運

河
の

岸
壁

に
黒

い
マ

ッ
ト

状
に

付
着

し
て

い
る

よ
う

す
が

見
ら

れ
ま

す
。（

白
い

貝
は

マ
ガ

キ
）

は
び
こ
る
外
来
種

　
調

査
を

始
め

た
30

年
ほ

ど
前

か
ら

、
す

で
に

市
内

の
水

域
に

は
も

と
も

と
こ

の
地

域
に

い
な

か
っ

た
生

き
物（

外
来

種
）が

た
く

さ
ん

生
息

し
て

い
ま

し
た

。
主

な
も

の
を

挙
げ

る
と

ウ
シ

ガ
エ

ル
、

オ
オ

ク
チ

バ
ス

、
ブ

ル
ー

ギ
ル

、
カ

ダ
ヤ

シ
、

カ
ム

ル
チ

ー
、

ア
メ

リ
カ

ザ
リ

ガ
ニ

、
イ

ッ
カ

ク
ク

モ
ガ

ニ
、

サ
カ

マ
キ

ガ
イ

、
コ

ウ
ロ

エ
ン

カ
ワ

ヒ
バ

リ
ガ

イ
な

ど
で

す
。

こ
れ

ら
の

中
に

は
外

来
生

物
法

※
に

よ
っ

て
特

定
外

来
生

物
に

指
定

さ
れ

、
飼

育
や

移
動

が
禁

じ
ら

れ
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

す
。

　
外

来
種

の
侵

入
や

繁
栄

は
、

在
来

種
の

生
存

を
脅

か
し

た
り

生
態

系
を

乱
し

た
り

と
い

っ
た

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。

ミ
ナ
ト
オ
ウ
ギ
ガ
ニ

イ
ガ
イ
ダ
マ
シ

フ
ロ
リ
ダ
マ
ミ
ズ
ヨ
コ
エ
ビ

た
い

へ
ん

き
た

な
い

水
の

指
標

種
。ヨ

ー
ロ

ッ
パ

原
産

の
外

来
種

で
、

市
内

の
川

や
た

め
池

で
見

ら
れ

ま
す

。
き

れ
い

な
水

の
指

標
種

。
名

古
屋

市
版

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

で
絶

滅
危

惧
種

に
指

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

国
内

の
淡

水
域

で
見

ら
れ

る
カ

ニ
の

う
ち

唯
一

、
一

生
を

淡
水

域
で

す
ご

す
カ

ニ
で

す
。

や
や

き
れ

い
な

水
の

指
標

種
。

以
前

か
ら

棲
む

庄
内

川
、

山
崎

川
、

天
白

川
に

加
え

、
近

年
に

は
矢

田
川

、
植

田
川

で
も

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。

ウ
シ
ガ
エ
ル

カ
ダ
ヤ
シ

コ
ウ
ロ
エ
ン
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ

※
外

来
生

物
法

：「
特

定
外

来
生

物
に

よ
る

生
態

系
等

に
係

る
被

害
の

防
止

に
関

す
る

法
律

」（
平

成
１

７
年

施
行

）
　

こ
の

法
律

は「
特

定
外

来
生

物
」を

指
定

し
、飼

育・
栽

培・
保

管・
運

搬・
野

外
へ

の
放

逐
な

ど
を

禁
止

し
て

い
ま

す
。

サ
ワ
ガ
ニ

コ
ガ
タ
シ
マ
トビ
ケ
ラ
属
の
一
種

サ
カ
マ
キ
ガ
イ

水
生

生
物

、
付

着
藻

類（
ケ

イ
ソ

ウ
な

ど
）、

水
草

、
プ

ラ
ン

ク
ト

ン

水
質
汚
濁

着
生

コ
ケ

類（
サ

ヤ
ゴ

ケ
、ヒ

ナ
ノ

ハ
イ

ゴ
ケ

な
ど

）、
葉

状
地

衣
類（

ウ
メ

ノ
キ

ゴ
ケ

な
ど

）、
ア

サ
ガ

オ
、

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

大
気
汚
染

土
壌

動
物（

ト
ビ

ム
シ

、
サ

サ
ラ

ダ
ニ

な
ど

）、
ヘ

ビ
ノ

ネ
ゴ

ザ

土
壌
汚
染

「
指

標
生

物
̶

自
然

を
み

る
も

の
さ

し
ー

」　
日

本
自

然
保

護
協

会
よ

り

タ
ン

ポ
ポ

、
セ

ミ
の

脱
皮

殻
、

ア
シ

ナ
ガ

バ
チ

、
ダ

ン
ゴ

ム
シ

自
然
度

図
１：

市
内

河
川

の
平

均
ス

コ
ア

＝「
特

定
外

来
生

物
」

環
境
の
影
響
を
受
け
る
生
物
た
ち
。外
来
種
に
も
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
来

種
は

持
ち

込
ま

れ
る

場
合

や
船

や
荷

物
な

ど
に

付
着

し
て

入
っ

て
く

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
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屋 駅

0
6

8
12

14
2

4
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ア
ス
ベ
ス
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
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心
・
安
全
な
街
づ
く
り
。

し
ら
べ
る

顕
微

鏡
を

使
っ

て
ア

ス
ベ

ス
ト

を
調

べ
ま

す

み
は
る

定
期

的
に

環
境

濃
度

を
測

定
し

て
い

ま
す

編
集・

発
行
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こ
の
印
刷
物
は
、古
紙
パ
ル
プ
を
含
む
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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よよ

ミ
ク
ロ
の
世
界
を
体
験！

お
知

ら
せ

調
査
研
究
発
表
会

市
内

の
環

境
に

関
す

る
調

査
・

研
究

成
果

の
発

表
を

行
い

ま
す

。
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：3
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17
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日
　

　
時

場
　

　
所

電
話

、F
A

X、
E-

M
ai

lの
い

ず
れ

か
の

方
法

で
下

記
ま

で
申

し
込

ん
で

く
だ

さ
い

。
申

込
方

法

10
0名

（
先

着
順

）
1/

14
（

火
）～

 受
付

開
始

定
　

　
員

施
設
見
学
受
付
し
て
い
ま
す

施
設
見
学
受
付
し
て
い
ま
す

つ
た
え
る

つ
た
え
る

　
な

ご
や

環
境

大
学

共
育

講
座

と
し

て
、

11
月

2、
9、

16
日

の
3日

間
、「

ミ
ク

ロ
の

世
界

を
の

ぞ
く

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

講
座

を
行

い
ま

し
た

。
参

加
者

の
皆

さ
ん

は
、

研
究

員
と

活
発

な
意

見
交

換
を

し
て

、
普

段
使

わ
な

い
分

析
機

器
に

興
味

津
々

な
様

子
で

体
験

し
ま

し
た

。

参
加

無
料電

子
顕

微
鏡

で
粉

じ
ん

や
植

物
な

ど
を

観
察

し
て

、電
子

顕
微

鏡
の

仕
組

み
に

つ
い

て
学

び
ま

し
た

。

電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
見
る

ペ
ー

パ
ー

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
に

よ
る

色
素

分
離

を
体

験
し

て
、

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
に

つ
い

て
学

び
ま

し
た

。

藻
類

や
底

生
動

物
な

ど
の

水
中

の
生

物
を

顕
微

鏡
で

観
察

し
、

観
察

ポ
イ

ン
ト

や
簡

易
水

質
調

査
法

に
つ

い
て

学
び

ま
し

た
。

水
の
中
の
生
態
系
を
見
る
～
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
～

身
近
な
物
質
を
分
け
る

環
境
中
の
化
学
物
質
を
調
べ
る

化
学

物
質

の
分

析
法

の
開

発
や

実
態

調
査

の
結

果
を

報
告

し
ま

す
。

河
口
部
ヨ
シ
原
の
生
き
も
の
と
働
き

庄
内

川・
新

川
河

口
域

に
広

が
る

ヨ
シ

原
の

調
査

に
つ

い
て

報
告

し
ま

す
。

環
境
デ
ー
タ
の
視
覚
化
に
つ
い
て
の
検
討

環
境

デ
ー

タ
を

容
易

に
理

解
す

る
た

め
の

視
覚

化
手

法
に

つ
い

て
報

告
し

ま
す

。

名
古
屋
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
現
状
と
課
題

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
の

現
状

と
課

題
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
て

報
告

し
ま

す
。

PM
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5
の
状
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と
高
濃
度
事
例
の
解
析
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5の
過

去
か
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現

在
ま

で
の

状
況

や
高

濃
度

事
例

の
解

析
結

果
を

報
告

し
ま

す
。
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顕
微
鏡
を
使
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
調
べ
ま
す

ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

建
築
材
料
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

空
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
と
本
数
を
調
べ
る

　
空
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
は
2種
類
の
顕
微
鏡
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
つ
が
光
学
顕
微
鏡
の
一
種
で
あ
る
位
相
差
顕
微
鏡
を
用
い
る
方
法
で
す（
写
真

1）
。
こ
の
方
法
は
解
体
現
場
の
周
り
の
粉
じ
ん
を
捕
集
し
た
ろ
紙
を
、
特
殊
な
液
体
に
浸

し
、
形
状
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
し
て
数
え
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
が
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
る
方
法
で
す（
写
真
2）
。
こ
の
方
法
は
、
ろ
紙
に

電
子
線
を
照
射
し
、
ろ
紙
か
ら
飛
び
出
て
く
る
電
子
や
X線
を
検
出
し
ま
す
。

　
ろ
紙
か
ら
飛
び
出
て
く
る
X線
を
検
出
す
る
と
、
含
ま
れ
て
い
る
原
子
に
応
じ
た
ピ
ー
ク

が
得
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
ア
モ
サ
イ
ト（
茶
石
綿
）か
ら
飛
び
出
て
く
る
X線
を
検
出
す
る
と
、

グ
ラ
フ
1の
よ
う
に
、
鉄
の
左
に
マ
ン
ガ
ン
の
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
ピ
ー
ク
の
形
状
の
違
い
を
利
用
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
を
決
定
し
ま
す
。

　
解
体
現
場
の
周
り
で
捕
集
し
た
粉
じ
ん
は
ま
ず
短
時
間
で
分
析
が
可
能
な
位
相
差
顕

微
鏡
で
観
察
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
電
子
顕

微
鏡
で
観
察
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
と
本
数
を
確
定
し
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
解
体
工
事
を
停
止
し
飛
散
防
止
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
導
を

行
い
ま
す
。

　
今
後
も
測
定
を
続
け
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
の
監
視
に
努
め
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
天
然
に
存
在
す
る
繊
維
状
の
鉱
物
で
、
石
綿
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
熱

や
摩
擦
に
強
く
、
加
工
が
し
や
す
い
の
で
、
建
物
の
吹
付
け
材
や
断
熱
材
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

身
近
な
電
化
製
品
、
自
動
車
や
自
転
車
の
ブ
レ
ー
キ
な
ど
に
広
く
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
が
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
む
と
、
肺
の
中
に
長
く
と
ど
ま
り
、
肺
が
ん
や
悪
性

中
皮
腫
と
い
っ
た
腫
瘍
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
段
階
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
含
ま
れ
て
い
る
成
分
や
形
の
違
い
に
よ
っ
て
6種
類
あ
り
ま
す
。
最
も
使
用

さ
れ
て
い
る
の
は
ク
リ
ソ
タ
イ
ル（
白
石
綿
）と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
、
ク
ロ

シ
ド
ラ
イ
ト（
青
石
綿
）、
ア
モ
サ
イ
ト（
茶
石
綿
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
科
学
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
解
体
を
予
定
し
て
い
る
建
物
の
、
吹
付
け
材
や
断
熱
材
等
の
建
築
材
料
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
分
散
顕
微
鏡
と
X線
回
折
装
置
を
使
用
し
ま
す
。
な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
解

体
す
る
時
に
飛
散
防
止
の
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
ご
と
に
屈
折
率
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し
て
、

特
殊
な
レ
ン
ズ
で
観
察
す
る
方
法
で
す
。
適
切
な
屈
折
率
の
液
に
浸

す
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
青
ま
た
は
赤
紫
色
を
呈
し
ま
す
。

し
ら
べ
る

し
ら
べ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
環
境
濃
度
調
査

み
は
る

み
は
る

写
真
１：
位
相
差
顕
微
鏡
で
見
た
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
の
た
め
空
気
を
捕
集
し
ま
す

写
真
2：
電
子
顕
微
鏡
で
見
た
ア
ス
ベ
ス
ト（
ア
モ
サ
イ
ト
）

グ
ラ
フ
1：
ア
モ
サ
イ
ト
の
X線
分
析
結
果

ア
ス
ベ
ス
ト
環
境
濃
度
　
測
定
場
所

　
名
古
屋
市
で
は
、
市
内
8地
点
に
お
い
て
大
気
環
境
中
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
を
毎
年
測
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
測
定
は
20
年
以
上
連
続
し

て
実
施
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
の
測
定
結
果
は
0.
06
～
0.
22
本
/リ
ッ
ト
ル
と
、
低
濃
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

肺
が
ん

中
皮
腫

肺
を
取
り
囲
む
胸
膜
、

肝
臓
や
胃
な
ど
の
臓
器

を
取
り
囲
む
腹
膜
な
ど

に
で
き
る
悪
性
の
腫
瘍

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
中

皮
腫
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

ば
く
露
が
関
与
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
肺

大
量
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸

い
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

肺
が
繊
維
化
し
て
し
ま
う

「
じ
ん
肺
」と
い
う
病
気

の
ひ
と
つ
で
す
。

気
管
支
や
肺
胞
を
覆
う

上
皮
に
発
生
す
る
悪
性

の
腫
瘍
で
す
。

分
散
顕
微
鏡
に
よ
る
方
法

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
ご
と
に
結
晶
構
造
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し

て
、
X線
を
照
射
し
た
結
果
得
ら
れ
た
チ
ャ
ー
ト
か
ら
、
ピ
ー
ク
の
出

現
す
る
角
度
に
よ
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
を
決
定
し
、
そ
の
ピ
ー
ク

の
面
積
値
か
ら
含
有
量
を
測
定
す
る
方
法
で
す
。

X線
回
折
装
置
に
よ
る
方
法

一
般
環
境

道
路
沿
道

ア
ス
ベ
ス
ト
環
境
濃
度
　
年
平
均
値
の
推
移

0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
81

1.
2

1.
4

1.
6

濃
度

（
本
/ℓ
）

年
度

平
成
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
13
15
17
18
19
20
21
22
23
24

一
般
環
境

道
路
沿
道

10
μ
m

ア
ス
ベ
ス
ト

ア
ス
ベ
ス
ト

電
子
顕
微
鏡
で
測
定
中

20
00

15
00

X 線 の 数
10
00 50
0 0

10
20

30
40

50
角
度

60
（
度
）

70

ア
ス
ベ
ス
ト

っ
て
ど
ん
な
も
の
？

ア
ス
ベ
ス
ト

5μ
m

56
00

48
00

40
00

32
00

鉄
マ
ン
ガ
ン

24
00

16
00 80
0

エ
ネ
ル
ギ
ー

（
ke
V
）

X 線 の 数

0 0
.0
0
1.
00
2.
00
3.
00
4.
00
5.
00
6.
00
7.
00
8.
00
9.
00
10
.0
0

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
建
物
の
吹
付
け
材
や
断
熱
材
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、

製
造
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
止
さ
れ
る
前
に
建
築
さ
れ
て
い
た
建
物
等
に
は
現
在
も

多
く
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
解
体
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
は

20
10
年
か
ら
20
30
年
頃
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
建
物
を
解
体
す
る
際
に

解
体
業
者
は
、
建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
周
辺
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
十
分
に
注
意
し
て
作
業
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

名
古
屋
市
で
は
解
体
現
場
周
辺
の
空
気
中
の
粉
じ
ん
を
ろ
紙
に
捕
集
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
飛
散
し
て
い
な
い
か
を
顕
微
鏡
を
使
っ
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

入
射
電
子

二
次
電
子

反
射
電
子

Ｘ
線

ろ
紙
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小学校4～6年生対象 
事前申込制 
参加無料 

＊くわしい申込方法は裏面をご覧ください。 

汚れてしまった水をきれいにしてくれる小さな生き物。
どうやって水をきれいにするの？顕微鏡を使ってのぞ
いてみよう。 

太陽からの紫外線について、いろいろな場所で
はかって、お母さんに教えてあげよう。
また、紫外線を使ったおもしろ実験も体験しよう。 

炭で電池をつくったり、手回し発電機を使ったりし
て、電気をつくるよ。
他にもいろいろな電気の実験をやるよ。 

身のまわりにはいろんな音があふれています。
高い音、低い音、身近なものでいろんな音の鳴り
方を体験しよう！ 

名古屋市環境科学調査センター 

•  水をきれいにする微生物を見てみよう 8/1(木)
9：30～12：00 

•  お母さんの天敵！紫外線について知ろう 8/2(金)
9：30～12：00 

•  電気を作ってみよう 8/5(月)
9：30～12：00 

•  身近なもので音を鳴らしてみよう 8/6(火)
9：30～12：00 

びせいぶつ 
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申込方法
 

①住所、②名前、③学年、④希望講座、⑤電話番号 を添えて、【電話・FAX・E-Mail】のいずれかの
方法で事前に申込みをしてください。定員はどの講座も先着30人程度です。 

講座はいくつでもお申込みいただけます。 
2つ以上参加したい場合は、希望講座を全て書いて申込みをしてください。 
＊講座にご参加いただく方には、7月中に参加券をお送りします。当日忘れずにご持参ください。 
また、定員到達後に申込まれた方には、その旨、改めてご連絡いたします。 

7/11(木)から受付開始 
☆かんきょう実験スクールの開催期間中はセンター内の見学もあわせて行います☆ 

見学だけの参加も受け付けています。 

交通のご案内

大
江
駅

日本
ガイシ
ホール

至

太
田
川

左記の地図では 
簡略化のために 
国道23号(名四国道)を
省略しております。ご
注意ください。 

バスをご利用の場合 
◎地下鉄(名城線)伝馬町駅下車 市バス神宮15系統 鳴尾車庫又は要町行き 道徳橋北下車 徒歩約8分 
◎JR笠寺駅下車 市バス南巡回系統 神宮東門行き右回り 三新通二丁目下車 徒歩約5分 

 
鉄道をご利用の場合 
◎JR東海道線 笠寺駅下車 徒歩約15分 
◎名古屋鉄道 常滑線 大江駅下車 徒歩約12分 

 
＊駐車場の数に限りがございます。なるべく公共交通機関をご利用ください。 

 
名古屋市環境科学
調査センター 

   申込先 電話 
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主催：名古屋市環境科学調査センター

各回とも定員は 名です。
ご参加には事前申込みが必要です。

詳細につきましては裏面をご覧ください。

• 黄砂や などの粉じんを電子顕微鏡で観察します。

• クロマトグラフィー 物質を分離する方法の一つ の実演・体験をします。

• 水中の生物を顕微鏡を使って観察し、生物や命のつながりについて
考えます。

講師：朝日 教智
あさひ きよとし

講師：中島 寛則
なかしま ひろのり

さかきばら やすし

講師：榊原 靖

高校生以上対象・受講料無料・先着順
私たちの身の回りの空気や水は日常生活をするうえで欠かせませ
ん。この身近な環境について、実際に分析などで使用する機器を
使って、ミクロの世界を観察・実験しましょう。
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高校生以上の方・各講座とも定員 名

＊お送りいただいた個人情報は、名古屋市個人情報保護条例などの規定に基づき厳重に管理いたします。

＊各講座とも、安全面・衛生面には十分に配慮したうえで実施いたしますが、当日は動きやすい靴・汚れても
良い服装でご参加いただくなど、ご理解・ご協力をお願いします。

大
江
駅

日本
ガイシ
ホール

至

太
田
川

左図の地図では
簡略化のために
国道 号 名四
国道 を省略して
おります。 ご注
意ください。

このチラシに関するお問い合わせは上記応募先にお願いします。
ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

①住所 
②氏名 
③年齢 
④電話番号または 

 Ｅメールアドレス 
⑤希望講座 

住所：〒457-0841 名古屋市南区豊田五丁目16-8 
バスをご利用の場合 
◎地下鉄(名城線)伝馬町駅下車 市バス神宮15系統 鳴尾車庫又は要町行き 道徳橋北下車 徒歩約8分 
◎JR笠寺駅下車 市バス南巡回系統 神宮東門行き右回り 三新通二丁目下車 徒歩約5分 
鉄道をご利用の場合 
◎JR東海道線 笠寺駅下車 徒歩約15分 
◎名古屋鉄道 常滑線 大江駅下車 徒歩約12分 

*駐車場の数に限りがございます。なるべく公共交通機関をご利用ください。 

①から⑤の内容を電話、FAX 
またはＥ-Ｍailで申込み 

事前に参加申込みをしてください。定員は各講座先着20名です。ご応募
は先着順に受付します。受講決定者には、はがきでご連絡します。 

講座はいくつでも受講可。 
希望講座を全てご記入ください。 

名古屋市環境科学調査センター

☎：052‐692‐8481
：052‐692‐8483
：

10/11(金)から申込開始 
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名古屋市環境科学調査センター 
平成25年度 

参加無料・事前申込制(先着100名) 
どなたでもご参加いただけます。会場、申込方法の詳細は裏面をご覧ください。 

 

平生 進吾 環境中の化学物質を調べる 
•私たちが便利で快適な生活を送るために欠かせない化学物質。大気、河川など
•の環境中にどれくらいあるのでしょうか？化学物質の分析法の開発や実態調査
•の結果をご報告します。

岡村 祐里子 河口部ヨシ原の生きものと働き 
•ヨシ原には、様々な生きものの大事なすみかとなるだけでなく、水をきれいにする働きもあります。庄内川・

新川河口域に広がるヨシ原の調査を行いましたのでご報告します。

山神 尚人 環境データの視覚化についての検討 

•数値表で表しただけでは環境データを直感的に把握することは困難です。そこで、容易に理解する

ために、地理情報システムを利用した視覚化手法についての検討を行ったのでご報告します。

荒川 翔太 名古屋の光化学オキシダントの現状と課題 
•目のチカチカや、喉の痛みを引き起こす光化学スモッグの原因である“光化学オキシダント”。
•その現状と課題について、シミュレーションを用いて調べた結果をご報告します。

 山神 真紀子 の状況と高濃度事例の解析 
• とは何か？名古屋の は増えているのか？ について過去から

•現在までの状況や高濃度事例の解析など、今までの調査研究でわかったこと

•をご報告します。

あらかわ しょうた 

やまがみ ま き こ 

ひらお  しんご 

おかむら ゆ り こ 

やまがみ   なおと 

平成26年2月7日(金) 
13:30～17:00（13:00開場） 

日時 
栄ガスホール 
名古屋市中区栄三丁目15-33 
栄ガスビル5階 

会場 

当日の発表以外の調査・研究成果（酸性雨や生物調査など）についてポスターを使って説明します。
また、 を採取したろ紙や電子顕微鏡の写真なども展示します。

未来を創るわたしを育むＥＳＤ 
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名古屋市環境科学調査センター 
〒457-0841 名古屋市南区豊田五丁目16-8  
☎：052-692-8481 FAX：052-692-8483 

E-Mail：a6928481@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp 

*お送り頂いた個人情報は、本発表や当センターの行事案内に使用させていただくことがあ
ります。その他の目的には一切使用いたしません。名古屋市個人情報保護条例などの規
定に基づき厳重に管理いたします。 

【発表会参加申込】と明記の上、①郵便番号、②住所、③氏名、④電話番号または
E-Mailアドレス、⑤申込人数、⑥企業名・所属名(連絡先が企業の場合のみ)を添えて、 
【電話、FAX、E-Mail】のいずれかの方法で事前に参加申込みをしてください。 
ご応募は先着順に受付し、後日、入場整理券をお送りいたします。 

 

このチラシに関するお問い合わせは上記申込先にお願いします。ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。 

栄ガス
ビル 

栄ガスホール  
栄ガスビル５階  

地
下
鉄
名
城
線 

三越 
←至 名古屋駅 

→
久
屋
大
通 

錦通 

広小路通 

栄駅 

矢場町駅 

地下鉄東山線 

久
屋
大
通
← 

LACHIC 

松坂屋 
北館 

松坂屋本館 

松坂屋南館 

ロフト 

スカイル 

大
津
通 

ベネトン● 

●矢場町駅 
6番出口 

●サカエチカ6番出口 

栄バスター
ミナル 

至 久屋大通 

栄ガスビル 5階 栄ガスホール 
中区栄三丁目15-33 

『サカエチカ』6番出口より徒歩5分 
地下鉄『矢場町』駅6番出口より徒歩3分 

申込方法

申込・お問合せ先

月 日 火 から受付開始
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名古屋市環境科学調査センター年報  
投稿規定  

 
1.投稿者は，原則として当所職員に限る．ただし，共

著者及び編集委員会が特に認めた者は，この限りで

はない．  
2.投稿論文は，執筆規定に定められた形式で記述する． 

また，年報には，投稿論文の他，学会誌等に掲載

された論文の抄録及び学会発表等の講演要旨の抄

録を掲載する．  
①投稿論文とは，公害研究若しくは環境保全研究の

基礎又は応用に関し，明らかとなった事実・結果

を含むものをいう．   
②他誌掲載論文，学会発表等の抄録は，以下の書式

に従って，図表を含めて１ページで書く．体裁は，

緒言，実験方法，結果，考察，結語，文献等の順

序に従い，見出しを付けて書く．この際，必要と

なる著作権許諾については，執筆者自身で予め取

得しておく．  
 
 用紙 A4縦   横書き 50字45行 段組なし

余白 上下23mm，左右20mm 
文字サイズ タイトル（英和．以下同じ．）－16pt

著者名（英和．以下同じ．）－12pt 
※タイトル，著者名は，センタリング指定．  
見出し大－13pt 
見出し小－10.5pt 
本文－9.5pt 
図表タイトル－11pt 

フォント タイトル，著者名，本文  
 MS明朝（和文フォント） 
 Times New Roman（欧文フォント）

見出し大，見出し小，図表タイトル  
 MSゴシック（和文フォント） 
 Arial（欧文フォント）  
※数字は，半角（欧文フォント）にする．  

③共同研究等で，他機関又はセンター職員以外の

者が発表し，センター職員が共著者又は連名者等

とされている論文については，題名，連名者一覧

（所属を含む），掲載誌名（学会名など）および

要旨を編集委員会に報告する．掲載にあたっての

許可については事前に確認し，了承が得られない

場合の対応については編集委員会と協議する．  
④共同研究等で，他機関又はセンター職員以外の

者が発表し，センター職員が共著者又は連名者等

とされている学会発表等については，題名，連名

者一覧（所属を含む），掲載誌名（学会名など）

を編集委員会に報告する．  
3.論文を投稿する際には，編集委員会に提出する．  
4.編集委員会は，毎年，投稿論文受付の締切り日を設

定し，投稿論文を集める．また，編集委員会は，投

稿論文について，その論文に基づいた意見を述べ，

字句その他の加除修正を行い，或いは著者にそれら

の加除修正を要求することがある．  
5.編集委員会は，必要に応じて，本投稿規定を改正す

ることができる．  
6.この投稿規定は，  2013年10月1日から適用する．  
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〔投稿論文の形式〕  
1.投稿論文は，編集委員会が指定する以下の書式に従

って日本語で書く．使用するソフトは Windows 
Word®若しくは当該ソフトと互換性のある文章作

成ソフトを基本とする．  
 
 用紙 A4縦   横書き 24字45行 2段組

余白 上下23mm，左右20mm 
文字サイズ タイトル（英和．以下同じ．）－16pt

著者名（英和．以下同じ．）－12pt 
抄録－9.5pt（42字／行）  
 ※タイトル，著者名，抄録は，セン 
  タリング指定． 
見出し大－13pt 
見出し小－10.5pt 
本文－9.5pt 
図表タイトル－11pt 

フォント タイトル，著者名，抄録，本文 
 MS明朝（和文フォント） 
 Times New Roman（欧文フォント）

見出し大，見出し小，図表タイトル  
 MSゴシック（和文フォント） 
 Arial（欧文フォント）  
※数字は，半角（欧文フォント）にする．  

字間幅 著者名 
 100% 
見出し大 
 50% 
見出し小 
 10% 

段落間幅 タイトル 
 段落下80% 
著者名 
 段落下130% 
見出し大 
 段落上40% 段落下80% 

  見出し小 
 段落上10% 

段組設定 段間 10mm 
24字／行 

 
 

2.投稿論文は，①表題部，②要旨，③本文（表及び図

を含む）からなる．  
3.表題部には，表題及び著者名を1行あけて和文と英

文で記す．共著者で当所に所属していない著者名の

右肩に，*1，*2などの記号をつけて，それぞれの

所属機関をそのページの最下段に記載する．  
4.要旨は，400字以内の和文又は800字以内の英文で，

論文の内容を的確に示す要約を書く．  
 
〔原稿の提出方法〕  
5.原稿は，A4用紙に印刷できるように完成したもの

を，電子ファイル形式で提出する．  
 
〔原稿の書き方〕  
6.本文は，緒言，実験方法，結果，考察，結語，文献

等の順序に従い，大見出しを付けて書く．   
その他は，下記の例示に従うものとするが，これ

らに限定されるものではない．  
①大見出しの前後に，それぞれ1行空ける．  
②句読点は「，」と「．」を用い，括弧は，「（」

と「）」を用いることとし，それぞれ1字として

数える．  
③段落の頭は，1字空ける．  
④専門用語は，学術用語集（文部省）又はJIS用語

に従うこと．  
⑤化合物名は，原則としてIUPAC命名法に従い，

日本語で書く．但し，論文を簡潔にするために，

元素記号或いは無機化合物の化学式を用いても

よい．  
⑥外国の地名，人名などはローマ字つづりで書く．

但し，慣用され，一般的になったものは片仮名で

書く．（例：アラスカ，モール法）  
⑦単位は，原則として，SI単位を用い，SI単位に属

さない単位を用いる時には，あらかじめその定義

を明確にしなければならない．但し，慣用的に用

いられている単位（下記参照）に関してはその限

りでない．また，数字は，アラビア数字を用いる．  
長さ：Å  
質量：g，kg，t 
時間：min，h，d 
平面角：°，′，″  
体積：l（Ｌ），ml，l（：シンボルフォント）  
圧力：atm，mmHg，Torr 
エネルギー：eV，MeV 
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磁束密度：G 
モル濃度：M，mM，M（：シンボルフォント）  

⑧分率は，％，ppm，ppb，ppt等で記述してもよ

い．  
⑨単位の積或いは商は，次のように記述する．  

mol・l-1，mg・l-1，g・ml-1（：シンボルフォント），

kg・m-3・d-1，mg/l，ml/min 
⑩桁数の多い数字は，3桁毎に「，」で区切る．小

数点は，「．」を用い，小数点の前に少なくとも

1個の数字を置く．（例：「0.178」を「 .178」と

しない）  
⑪動物名，植物名及び微生物名は，イタリック体で

記述する．  
⑫図又は表を本文中に引用する場合には，「図１」

又は「表１」等と記す．  
⑬本文中の見出し，小見出しは，「1」，「2」，

「3」，「1.1」，「1.2」，「1.1.1」，「1.1.2」
等と記述する．  

⑭本文中に引用する人名は，姓だけとする．著者が

複数の時には，第一著者の姓だけを引用する．  
⑮引用文献は，本文中，その項目の右肩に，「1,3)」，

「5-15)」のように記す．  
 
〔図と表〕  
7.図と表の使用は，最小限にとどめる．同じ内容のも

のを図と表との両方で表現することは止める．  
8.図や表の説明は，原則として英文日本語とする．  

①表には，「表１」，「表２」などの番号を付け，

番号と表題を表の上に記載する．表の注は，「*1」，
「*2」などの記号を付けて，表の下に記載する． 

②図には，「図１」，「図２」などの番号を付け，

番号と表題を図の下に記載する．  
 
〔文献の記載〕  
9.文献名の略称は，邦文誌は「科学技術文献速報」な

どに従って，また，欧文誌は「Chemical Abstracts」
などに従って記載する．  

10.文献の記載方法は，以下の例に従うものとする．  
①雑誌の場合  

1) 三島聡子，大塚知泰，庄司成敬，坂本広美，

安部明美：高架道路から水域への重金属の留

出と由来，環境化学，15，335-343(2005) 
2) Drapper D.，Tomlinson R. and Williams P.

：Pollutant concentrations in road runoff 

:southeast Queensland case study. ， J. 
Environ. Eng.，29，1179-1192(1984) 

②単行本の場合  
3) Bowen H.J.M.：Environmental Chemistry of 

the Elements，p.16-17，p.43，p.265，  
Academic Press (New York)(1979) 

4) 日本薬学会編：衛生試験法・注解，p.54-57，
金原出版（東京）(1980) 

5) 松田好晴，小倉興太郎訳：溶液内イオン平衡，

p.24-30，化学同人（東京）(1977)； Allen 
J.Bard：Chemical Equilibrium, Harper & 
Row Publishers (New York)(1966) 

③インターネットの場合  
6)http://www.env.go.jp/chemi/risk_assessment.html 

 
〔その他〕  
11.原稿提出後は，原則として著者校正を行わない．  
12.例外として，投稿論文を英文で書く場合は，和文

の論文形式に準ずる．  
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